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 The Japanese Government has been developing Hokkaido since 1869. There is a historical record 
of Takusyoku Sanba ("settlement midwives") being assigned to cleared land pursuant to the policies 
of the Second Settlement Plan (1927-1946), but the details of such assignments are unclear. The 
current study sought to clarify the Takusyoku Sanba system, the background for the provision of 
midwives, and what those midwives did. For this purpose, -statistical data from Hokkaido's central 
government, histories of cities, towns, and villages throughout Hokkaido-; bulletins from the 
Hokkaido Agency; etc.; were studied. 
 Results revealed that midwives with national qualifications were eligible to apply to be 
Takusyoku Sanba. A head of a cleared area with a lack of midwives would apply to the Agency, and 
midwives who accepted the post would receive a grant of up to 500 yen a year to serve as a midwife 
in that area. Takusyoku Sanba were assigned to remote locations without roads. They walked or 
traveled by horse to assist women in the vast area they covered, and they often received no payment 
for their services from the poor settlers they assisted. These midwives strived to improve the 





The history of the midwifery(助産の歴史) 
宮本 涼子 他：昭和初期の北海道における拓殖産婆の活動 
 
 













































































天使大学 紀要 Vol.13 No.1 2012 
 












































































宮本 涼子 他：昭和初期の北海道における拓殖産婆の活動 
 
 
- 8 - 
表１．産婆資格の変遷 
年号（西暦） 産婆資格の変遷と関連する諸制度 北海道における産婆教育 










明治 10（1877） 東京府病院産婆教授所開設：試験ののち免許状授与  






明治 12（1879）  函館病院で産婆教授開始 




明治 27（1894）  札幌産婆講習所開設 
明治 31（1898）  函館萱場産婆講習所開設 






明治 34（1901） 産婆試験委員設置規定（内務省令）  
明治 37（1904） 新産婆（内務省免許：甲種免許）が進出 
仮免許の産婆（県免許：乙種免許）が老齢化で減少 
 
明治 40（1907）  函館区立病院附属産婆養成所開
設 
明治 42（1909）  網代産婆養成所開設 
明治 43（1910）  萬澤産婆養成所開設 









大正 11（1922）  北海道帝国大学医学部附属病院
産婆養成所開設 
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は 74 か所、昭和 12(1937)年には 86 か所、昭和
17(1942)年には 138 か所、 昭和 18(1943)年には














































明治 42年(1909) 27，220 609  259 161 189  
大正 5年(1916)  32，840 1,018  641 172 205  
大正 11年(1922)  37，714 1,510 4 1,154 147 205  
昭和 元年(1926)  44，776 1,832 26 1,491 148 167  
昭和 4年(1929)  48，399 2,076 69 1,736 141 130  
昭和 8年(1933)  58，590 2,236 101 1,920 132 73  
昭和 12年(1937)  61，732 2,432 154 2,115 118 45  
昭和 15年(1940)  61，368 2,073 177 1,825 38 33  
昭和 18年(1943)  34，702 2,286 225 1,988 38 35  
昭和 22年(1947)  67，238 2,524 258 2,014 254 5 
※指定学校もしくは講習所卒業 
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表３．北海道の地域別人口 1万対産婆数(出典：北海道庁統計書) 
 人口 1万対産婆数 
地域 
年次 
北海道 札幌市 旭川市 檜山地方 根室地方 
昭和 4年(1929) 8.12 15.11 17.15 4.01 4.05 
昭和 8年(1933) 7.78 12.68 10.24 4.53 5.68 
昭和 12年(1937) 7.51 12.02 10.23 5.55 5.50 
昭和 15年(1940) 6.33  8.35  7.08 4.49 4.54 
昭和 18年(1943) 6.84  9.88  8.08 4.90 5.61 
昭和 22年(1947) 6.55  7.87  7.08 記録なし 2.17 
 
表４．北海道の地域別産婆一人対面積(出典：北海道庁統計書) 
 産婆一人対面積 ※㎞２単位 
地域 
年次 
北海道 札幌市 旭川市 檜山地方 根室地方 
昭和 4年(1929) 42.567 0.154 0.154 105.493 570.651 
昭和 8年(1933) 39.880 0.090 0.230 79.140 328.830 
昭和 12年(1937) 36.500 0.100 0.230 66.260 336.870 
昭和 15年(1940) 42.820 0.140 0.350 81.400 363.460 
昭和 18年(1943) 36.503 1.307 0.364 74.978 197.486 
昭和 22年(1947) 37.128 6.062 19.241 記録なし 202.473 
 
表５．北海道の人口 1万対産婆数、妊産婦死亡率(人口 1000対)、死産数、生産数 
(出典：北海道庁統計書) 




生産数 死産数 死産率 
 
明治 42年(1909) 3.97 7.32 59,820 5,010 7.73 
大正 5年(1916) 5.10 6.80 93,053 5,399 5.49 
大正 11年(1922) 6.36 5.60 111,763 5,770 4.91 
昭和 元年(1926) 7.52 6.10 107,790 4,863 4.32 
昭和 4年(1929) 8.12 5.70 107,689 4,856 4.31 
昭和 8年(1933) 7.78 5.74 111,937 4,535 3.89 
昭和 12年(1937) 7.85 4.71 107,531 4,729 4.21 
昭和 15年(1940) 6.33 3.65 107,897 4,500 4.00 
昭和 18年(1943) 記録なし ※2 記録なし ※2 118,626 記録なし ※2 記録なし ※2 
昭和 22年(1947) 記録なし ※2 記録なし ※2 143,372 記録なし ※2 記録なし ※2 
※１ 産褥熱と妊娠及産ニ関スル疾患による死亡率を合算したもの 
※２ 戦中・戦後のため、統計書の記録なし                                                                                                                          
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ア 秋山ユキ  別海町百年史 1441-1447 
阿曽サキ  新広尾町史第 2巻 466-469 
新井つるの 別海町百年史 1441-1447 
石橋光子  別海町百年史 1441-1447 
伊藤ツル  上士幌町史 1014-1016 
稲毛カツ  新広尾町史第 2巻 466-469 
江口貞子   美深町史 686-687 
榎並よ志  下川町史 1218-1219 
榎本トヨノ 留寿都村百年史 715 
遠藤キヨ  別海町百年史 1441-1447 
大岸ナミ児（旧 森次）清里町史 500-501 
太田みよ志 別海町百年史 1441-1447 
岡部加弥代 別海町百年史 1441-1447 
小田中イチノ美深町史 686-687 
小野フジエ 新幌延町史 941 
小野ヨシ  新様似町史 540 
小山田ゑみ 西興部村史 747 
遠軽町百年史 1070    
カ 加藤トシ  美深町史 686-687 
鎌上タマノ 陸別町史 通史編 642-644 
鎌田某   歌登町史 1193-1194 
可児常子  清里町史 500-501 
川原スズ  留寿都村百年史 715 
川股サト  新・大樹町史 247 
日下部恭子 当麻町史 1031-1033 
桑原まつゑ 新幌延町史 941 
近藤長子  西興部村史 747    
サ 斉藤文子  歌登町史 1193-1194 
  斉藤みよし 美深町史 686-687 
坂本トシ＊ 新門別町史下巻 398-403 
桜井トメ  新幌延町史 941 
佐久間某  上士幌町史 1014-1016 
佐々木梅子 白糠町史上巻 1192-1195 
佐藤もえ  日高町史 800 
下川原スエ 別海町百年史 1441-1447 
清水ハナ  上士幌町史 1014-1016 
鈴木フデ  新幌延町史 941 
須藤某   歌登町史 1193-1194 
  品川春子   中頓別町史 405-406 
    関某     佐呂間町百年史 503-605 
タ 高橋スミエ  白滝村史 354 
留寿都村百年史 715 
谷村勝雄   足寄百年史 497 
千葉さい   西興部村史 747 
津田桃代   清里町史 500-501 
土谷ミサ   別海町百年史 1441-1447 
寺嶋マサミ  豊富町史 1057-1059 
              新幌延町史 941 
照本フサエ  新・大樹町史 247 
利口リン   計呂地郷土史第 8章 5節     
ナ 内藤瑞穂   西興部村史 747 
中山サワ＊  朔北の小島に生きて 60-117 
成田良江   上士幌町史 1014-1016 
西村ヤエ   清里町史 500-501  
新田源蔵夫人 別海町百年史 1441-1447 
ハ 蜂須賀シン  上士幌町史 1014-1016 
  馬場セン   別海町百年史 1441-1447 
    馬場ノブ   中標津町史 881-883 
平澤トヨ   白糠町史上巻 1192-1195 
星スイ    足寄百年史 497  
堀口ハツエ  下川町史 1218-1219    
マ 増谷校長夫人 上士幌町史 1014-1016 
  松沢アキ   新幌延町史 941 
  光延すゑの  別海町百年史 1441-1447 
森テフ    遠軽百年史 904-905 
森次ナミ児(現 大岸) 清里町史 500-501  
森脇ミヨ   別海町百年史 1441-1447 
ヤ 安田アサヨ  新・大樹町史 247 
山田怜    足寄百年史 497 
四栗キク   別海町百年史 1441-1447 
横田うた子  上士幌町史 1014-1016 
吉田ミサ   新門別町史 679-680 
         続新冠町史 993 
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11）北海道：新北海道史 第 5巻通説４， 
637-638，北海道，1975． 
12）北海道庁：北海道庁公報 第 1281 号，
2373-2377，北海道，1937． 
13）北海道庁：北海道庁公報 第 2761 号，
1254-1257，北海道，1942． 
14）北海道庁：北海道庁公報 第 3058 号，
1326-1329，北海道，1943． 
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35）前掲８） 
36）前掲 29） 
37）前掲 26） 
38）前掲 27） 
39）前掲 31） 
40） 当麻町史編纂委員会：当麻町史，1031-1033，
当麻町長 塚本豊，1980． 
41） 鹿追町史編纂委員会：鹿追町史，1091-1094，
北海道河東郡鹿追町役場，1978． 
42）前掲 31） 
43）松岡悦子：出産の文化人類学増補改訂
版，64-72，海鳴社．1991． 
44）白糠町史編集委員会：白糠町史 上巻，
1192-1195，白糠町役場，1987． 
45）標茶町史編纂委員会：標茶町史 通史編 
第２巻，454-456，標茶町役場，2002． 
46）夕張市史編さん委員会：改訂増補 夕張市
史 下巻，458，夕張市役所，1981． 
47）前掲６） 
48）前掲 16） 
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